
附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

別
表
第
一
の
う
ち
一

大
使
館
の
表
欧
州
の
項
中
「

7
3
0¶
0
0
0

ア
ル
メ
ニ
ア

7
5
0¶
0
0
0

6
8
5¶
4
0
0

6
6
1¶
6
0
0

6
3
7¶
7
0
0

5
6
6¶
3
0
0

4
9
4¶
9
0
0

4
4
7¶
2
0
0

3
9
9¶
6
0
0

3
7
5¶
8
0
0

3
5
2¶
0
0
0

3
2
8¶
2
0
0

」
を
「

ア
ル
メ
ニ
ア

7
1
0¶
0
0
0

6
9
0¶
0
0
0

6
4
5¶
4
0
0

6
2
1¶
6
0
0

5
9
7¶
7
0
0

5
2
6¶
3
0
0

4
5
4¶
9
0
0

4
0
7¶
2
0
0

3
5
9¶
6
0
0

3
3
5¶
8
0
0

3
1
2¶
0
0
0

2
8
8¶
2
0
0

」
に
改
め
、
同
表
ア

フ
リ
カ
の
項
中
「

ナ
ミ
ビ
ア

5
5
0¶
0
0
0

5
3
0¶
0
0
0

4
9
9¶
9
0
0

4
8
2¶
4
0
0

4
6
4¶
8
0
0

4
1
2¶
2
0
0

3
5
9¶
6
0
0

3
2
4¶
5
0
0

2
8
9¶
4
0
0

2
7
1¶
9
0
0

2
5
4¶
3
0
0

2
3
6¶
8
0
0

」
を
「

ナ
ミ
ビ
ア

5
9
0¶
0
0
0

5
7
0¶
0
0
0

5
3
9¶
9
0
0

5
2
2¶
4
0
0

5
0
4¶
8
0
0

4
5
2¶
2
0
0

3
9
9¶
6
0
0

3
6
4¶
5
0
0

3
2
9¶
4
0
0

3
1
1¶
9
0
0

2
9
4¶
3
0
0

2
7
6¶
8
0
0

」
に
改
め
る
。

（
激
甚
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
）

第
一
条

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
災
害
を
激
甚じ
ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
以

下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
一
項
の
激
甚
災
害
と
し
て
指
定
し
、
当
該
激
甚
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
を
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
指
定
す
る
。

激

甚

災

害

適

用

す

べ

き

措

置

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
二
日
の
地
震
に
よ
る
災

害
で
、
長
野
県
北
安
曇
郡
白
馬
村
及
び
小
谷
村
の
区

域
に
係
る
も
の

法
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
及
び
第
二
十
四
条
に
規
定

す
る
措
置

平成™�年˜™月˜ 日 金曜日 (号外第™Ÿ›号)官 報
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内
閣
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
長
は
、
内
閣
官
房
長
官
、
内
閣
官
房
副
長
官
、
内
閣
危
機
管
理
監
及

び
内
閣
情
報
通
信
政
策
監
を
助
け
、
内
閣
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
事
務
を
掌
理
す
る
も
の
と
し
、

内
閣
総
理
大
臣
が
内
閣
官
房
副
長
官
補
の
中
か
ら
指
名
す
る
者
を
も
つ
て
充
て
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
若
し
く
は
内
閣
情
報
調
査
室
」
を
「
、
内
閣
情
報
調
査
室
若
し
く
は
内
閣
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、「
掌
理
す
る
事
務
」
の
下
に「（
内
閣
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
つ

か
さ
ど
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

（
行
政
機
関
職
員
定
員
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

行
政
機
関
職
員
定
員
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
百
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
の
表
内
閣
の
機
関
の
項
中
「
一
、
〇
八
三
人
」
を
「
一
、
〇
九
三
人
」
に
改
め
、
同
表
合
計
の
項

中
「
二
九
六
、
五
九
六
人
」
を
「
二
九
六
、
六
〇
六
人
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日（
平

成
二
十
七
年
一
月
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
内
閣
官
房
副
長
官
補
」
の
下
に
「
若
し
く
は
内
閣
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
長
」
を
加
え
る
。

一

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
四
十
一
号
）
第
十
五
条
第

一
項

二

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
四
十
八
号
）
第

二
十
二
条
第
一
項

（
電
波
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

電
波
法
施
行
令
（
平
成
十
三
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
二
号
中
「
第
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
四
条
の
三
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

（
標
準
的
な
官
職
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

標
準
的
な
官
職
を
定
め
る
政
令
（
平
成
二
十
一
年
政
令
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
の
表
一
の
項
第
三
欄
中
「
第
四
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
四
条
の
三
第
三
項
」
に
、「
第
四
条
の
二
第
一
項
」

を
「
第
四
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

山
本

早
苗

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
在
勤
基
本
手
当
の
額
、
住
居
手
当
に
係
る
控
除
額
及
び
限
度
額
並
び
に
子
女

教
育
手
当
に
係
る
自
己
負
担
額
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
四
百
二
号

在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
在
勤
基
本
手
当
の
額
、
住
居
手
当
に
係
る
控
除
額
及
び
限
度
額
並
び
に

子
女
教
育
手
当
に
係
る
自
己
負
担
額
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

二
十
七
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
在
勤
基
本
手
当
の
額
、
住
居
手
当
に
係
る
控
除
額
及
び
限
度
額
並
び
に
子
女

教
育
手
当
に
係
る
自
己
負
担
額
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
二
日
の
地
震
に
よ
る
長
野
県
北
安
曇
郡
白
馬
村
及
び
小
谷
村
の
区
域
に
係
る
災
害
に
つ

い
て
の
激
甚
災
害
並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
四
百
三
号

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
二
日
の
地
震
に
よ
る
長
野
県
北
安
曇
郡
白
馬
村
及
び
小
谷
村
の
区
域
に
係
る
災
害

に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
激
甚じ
ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）

第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
第
一
項
並
び
に
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ

の
政
令
を
制
定
す
る
。
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